
そ 

     
 

      

 
 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.1６1 
2020 年 

7 月号 
 

090‐6769‐9809 

旧
安
保
条
約
は
一
九
五
一
年
に
結
ば
れ
、
翌

年
に
「
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間

の
安
全
保
障
条
約
」
と
し
て
発
効
。
当
時
、

日
本
に
は
自
衛
隊
は
無
い
の
で
ア
メ
リ
カ

が
守
っ
て
や
る
と
い
う
こ
と
を
日
米
で
合

意
し
た
結
果
で
す
。
そ
の
内
容
は
「
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
の
陸
・
海
・
空
軍
を
日
本
国
内
お

よ
び
そ
の
附
近
に
配
備
す
る
権
利
」
を
米

国
に
許
す
、
い
わ
ば
基
地
提
供
協
定
の
よ

う
な
条
約
で
し
た
。
そ
し
て
一
九
五
四
年
に

自
衛
隊
が
つ
く
ら
れ
、
一
九
六
〇
年
に
現
行

の
条
約
に
改
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
に
「
別

個
の
協
定
」
と
し
て
「
日
米
地
位
協
定
」
が

「日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相

互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に

基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本
国
に

お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
全

二
十
八
条
の
協
定
」
が
結
ば
れ
ま
し
た
。

（
こ
の
「
日
米
地
位
協
定
」
の
内
容
に
つ
い
て

は
次
号
に
詳
し
く
見
て
み
ま
し
ょ
う
） 

 

今
号
で
取
り
上
げ
ま
す
問
題
は
「
日
米
地

位
協
定
」
が
着
実
に
実
行
さ
れ
て
い
る
実

例
と
し
て
「
馬
毛
島
買
収
問
題
」
と
「
泡
消

火
剤
関
係
」
の
問
題
で
す
。 

６
月 

日 

（日
本
平
和
委
員
会
主
催
） 

 

「馬
毛
島
を
米
軍
基
地
に
す
る
な 

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
交
流
会
」 

 

（於
：西
之
表
市
民
会
館
） 

 

今
回
、
そ
の
学
習
交
流
会
に
参
加
し
た
岐
阜

市
在
住
の
井
口
さ
ん
か
ら
報
告
を
受
け
ま

し
た
。 

み
な
さ
ん
！ 

今
、
米
軍
基
地
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
馬
毛
島
を
ご
存
じ
で
す
か
？ 

 

           
 

  

 

★
東
日
本
震
災
の
年
2011
年
5
月
、
防
衛

省
は
世
界
遺
産
の
屋
久
島
や
馬
毛
島
な
ど

を
米
軍
基
地
候
補
と
し
て
（
自
治
体
の
強
い

反
対
が
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
・
・
）
既
に
発
表

し
て
い
ま
し
た
。
中
で
も
種
子
島
・
西
之
表

市
馬
毛
島
の
滑
走
路
を
米
空
母
艦
搭
載
機

の
甲
板
に
見
立
て
て
離
着
陸
訓
練
を
す
る

事
（
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
）
と
同
時
に
自
衛
隊
訓
練
の

一
大
拠
点
基
地
に
最
適
地
と
目
論
ん
で
い

た
の
で
す
。
そ
し
て
、
遂
に
昨
年
一
月
政
府

は
米
空
母
鑑
載
機
の
陸
上
離
着
陸
訓
練

（
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
）
の
候
補
地
と
し
て
鑑
定
価
額

四
五
憶
円
の
無
人
島
と
な
っ
て
い
る
馬
毛
島

を
島
内
に
整
備
さ
れ
た
滑
走
路
や
関
連
施

設
を
評
価
額
に
加
算
し
て
160
億
円
で
、
島

地
権
者
の
「
タ
ス
ト
ン
・
エ
ア
ポ
ー
ト
」
（
東
京

の
開
発
会
社
）
と
防
衛
省
側
と
の
売
買
契

約
が
成
立
合
意
し
、
購
入
し
た
と
い
う
こ
と

を
昨
年
十
二
月
三
日
河
野
太
郎
防
衛
相
は

（
国
会
の
承
認
も
得
ず
に
）
「十
一
月
二
十
九

日
、
米
軍
の
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
訓
練
基
地
と
し
て
防

衛
省
が
馬
毛
島
を
買
収
し
ま
し
た
」
と
記

者
会
見
で
報
告
し
た
の
で
す
。 

★
米
軍
は
、
こ
れ
ま
で
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
を
青
森
県

三
沢
、
東
京
横
田
、
山
口
県
岩
国
の
各
基

地
で
実
施
し
て
来
た
の
で
す
が
、
地
元
の
反

対
が
強
く
、
二
〇
一
一
年
以
降
は
三
基
地
と

も
実
施
し
て
お
ら
ず
一
九
九
一
年
か
ら
は
硫

黄
島
航
空
基
地
（
東
京
都
）
で
実
施
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
厚
木
基
地
か
ら

1200
㎞
と
遠 

い
の
で
米
軍
か
ら
「
硫
黄
島
よ
り
近
い
基
地

が
欲
し
い
」
と
の
強
い
要
求
が
あ
っ
た
の
だ
。 

★
し
か
し
、
基
地
化
さ
れ
れ
ば
激
し
い
訓

練
が
恒
常
化
し
、
鹿
児
島
漁
民
の
生
活
環

境
は
破
壊
さ
れ
ま
す
。
特
に
、
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
訓

練
の
轟
音
は
「
内
臓
が
ひ
っ
く
り
返
る
」
と

か
「
鶏
が
卵
を
産
ま
な
く
な
っ
た
」
と
・
・
・

住
民
に
と
っ
て
新
た
な
基
地
は
決
し
て
許

せ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

★
防
衛
省
が
こ
の
様
な
新
基
地
建
設
を
強

行
に
決
行
で
き
る
の
は
「
日
米
安
保
条
約
」

特
に
「
日
米
地
位
協
定
」
に
従
っ
て
い
る
か

ら
な
の
で
す
。 

★
今
、
鹿
児
島
市
民
は
「
馬
毛
島
へ
の
米
軍

施
設
に
反
対
す
る
市
民
・
団
体
連
絡
会
」
を

結
成
し
反
対
署
名
集
め
に
奮
闘
し
て
い
ま

す
。 

★
こ
の
学
習
交
流
会
で
は
長
崎
大
学
冨
塚

明
准
教
授
が
「
日
米
軍
事
の
一
体
化
」
の
現

状
報
告
を
し
、
と
り
わ
け
九
州
で
は
昨
年

一
年
間
で
米
軍
が
九
州
民
間
空
港
を
使

用
し
た
の
が

300
回
を
超
え
「
離
島
防
衛
・

奪
還
」
を
口
実
に
し
た
陸
・
海
・
空
、
三
自

衛
隊
基
地
で
の
米
軍
と
の
一
体
化
が
一
段

と
進
み
、
自
衛
隊
が
い
つ
で
も
米
軍
と
海

外
で
戦
争
が
で
き
る
態
勢
に
向
か
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

★
で
す
か
ら
、
平
和
を
願
う
私
達
に
は
「
日

米
安
保
」
の
見
直
し
が
重
大
課
題
で
す
。 

  
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 

長
良
・

岩
野
田 

憲
法
九
条
の
会
だ
よ
り 

 

日米安保条約が調印されて今年で６０年 

 

馬毛島 （まげしま） 
鹿児島県 種子島の西１２㎞ 

世界遺産の屋久島にも近い 

日本で二番目に大きい無人島 
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● 

二
〇
一
八
年
、
沖
縄
県
の
米
軍
基
地
周
辺
の
河
川
や
浄
水
場
な
ど
計
十
五
地
点

で
、
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
が
高
濃
度
（
日
本
の
暫
定
目
標
値
の
七
百
六
十
倍
）
に
検

出
さ
れ
ま
し
た
。
県
は
基
地
内
に
汚
染
源
が
あ
る
と
み
て
「
立
ち
入
り
調
査
」
を
求

め
ま
し
た
が
、
米
軍
は
応
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
米
軍
基
地
外

へ
の
流
出
は
更
に
遡
る
と
、
二
〇
〇
七
年
以
降
、
何
度
も
起
こ
っ
て
い
た
の
で
す
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

● 

そ
の
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
と
は
、
米
軍
基
地
内
で
従
来
か
ら
使
用
さ
れ
て
き
て

い
る
泡
消
火
剤
に
含
ま
れ
る
ペ
ル
フ
ル
オ
ロ
オ
ク
タ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸
（Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
）
や
、
類

似
構
造
の
ペ
ル
フ
ル
オ
ロ
オ
ク
タ
ン
酸
（Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
）
で
す
。 

● 

こ
れ
ら
の
物
質
は
一
度
、
環
境
に
放
出
さ
れ
る
と
極
め
て
分
解
・
無
害
化
さ
れ

難
く
生
体
内
に
取
り
込
ま
れ
る
と
永
く
残
留
し
続
け
、
胎
児
や
幼
児
の
発
育
を
阻

害
し
、
発
が
ん
性
も
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
い
た
の
で
二
〇
〇
一
年
の
ス
ト
ッ
ク

フ
ォ
ル
ム
条
約
で
製
造
と
使
用
制
限
す
る
こ
と
が
採
択
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
、
米

国
で
も
日
本
で
も
原
則
製
造
使
用
禁
止
と
さ
れ
て
い
る
有
害
物
質
な
の
で
す
。 

● 

昨
年
、
京
大
医
学
部
の
研
究
者
ら
は
普
天
間
基
地
周
辺
住
民
の
血
中
濃
度
を

調
査
し
た
結
果
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
は
全
国
平
均
の
約
４
倍
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
は
約
２
・２
倍
検
出
さ

れ
、
東
京
都
の
調
査
で
も
、
横
田
基
地
や
武
蔵
村
山
市
の
井
戸
で
も
高
濃
度
に
検

出
さ
れ
た
の
で
す
。 

● 

沖
縄
県
で
は
（
汚
染
源
と
考
え
ら
れ
る
）
米
軍
基
地
へ
の
立
ち
入
り
調
査
を
繰

り
返
し
要
求
し
て
き
ま
し
た
が
、
米
軍
は
「
日
米
地
位
協
定
」
を
盾
に
基
地
内
立
ち

入
り
を
拒
否
し
て
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
状
況
に
関
し
て
、
自
由
法
曹
団
東
京
支
部
で

も
全
国
知
事
会
で
も
米
軍
基
地
へ
の
国
内
法
の
適
用
と
立
入
の
保
障
な
ど
「日
米

地
位
協
定
」
の
抜
本
的
見
直
し
を
求
め
て
き
ま
し
た
。 

● 

と
こ
ろ
が
、
な
ん
と
！
二
〇
一
五
年
九
月
二
八
日
「日
米
地
位
協
定
」
の
補
足
と
し

て
「環
境
補
足
協
定
」（
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
一
方
か
ら

の
要
請
に
よ
り
日
米
合
同
協
議
を
開
始
す
る
）
の
署
名
が
行
わ
れ
、
発
効
し
て
い
た

の
で
す
が
、
ず
っ
と
実
行
さ
れ
ず
、
よ
う
や
く
、
今
年
四
月
十
日
の
泡
消
火
剤
流
出
事

故
で
、
政
府
は
「
環
境
補
足
協
定
」
第
四
条
に
基
づ
い
て
、
四
月
十
六
日
、
初
め
て
米

軍
普
天
間
飛
行
場
に
立
ち
入
り
調
査
を
実
施
し
、
日
米
双
方
は
引
き
続
き

連
携
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
め
合
っ
た
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。 

                 

時
事
・
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ 

 

岐阜市では崇福寺、覚願寺、専応寺、専法寺、 

真性寺、妙徳寺、極楽寺など市内１３０ヶ所の 
寺や教会で鐘を鳴らして、平和を誓いました。 

 

 

 

 

 

 

 

900人近くが亡くなった岐阜空襲：1945年７月９日から 10日にかけて、米軍による空襲を受けてから 

今年で 75年となった。戦災区域は当時の市街地の８０％にあたる約５．６㎢ 、全戸数の約５２％に相当 

する２万４２６戸の家屋が焼失したとされました。  

岐阜市は昭和６３年７月１日 「平和都市宣言」を行い、市民の平和

への願いを共有し、広げていくために平和啓発事業の一環として「平

和の鐘」を設置したのです。 

今年も７月９日、ぎふメディアコスモスで犠牲者を追悼する岐阜市

主催の「平和の鐘」式典が開かれたのですが、例年は空襲を経験した

高齢者と市内の中学生が参加して悲劇を語りつないできた行事でし

たが、今年はコロナウイルス感染症対策で規模を縮小して、 

岐阜市長と市仏教会関係者ら計２０名が出席し、黙とうを奉げた後、市長が「これからも平穏に暮らし続けられる

ことを心から願う」と述べ、市仏教会会長が「将来の子供たちのためにも私たちに何ができるか、しっかり心に期し

ていきたい」と挨拶し、市民が作った１０万羽以上の折り鶴に囲まれた「平和の鐘」を鳴らして終了したのです。 

 

平和の鐘 

  

 

 


